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環境方針 

 

環境基本理念 

 

我社は各種キャスターの販売を通じて 地球環境における責任を厳粛に受け止め 環境

との調和をはかり 資源の有効利用をはかるとともに 環境負荷の低減に努力致しま

す。 

 

環境方針 

 

1. 環境関連法規に対し遵守します。 

2. 環境目標を定め継続的に努力します。 

3. 次の事項に重点的に取組みます。 

① CO2 削減に努めます。 

② 廃棄物排出量の抑制に努めます。 

③ 節水に努めます。 

④ 環境対応キャスターとしてエラストマー車の販売に努めます。 

⑤ SDGs としてバイオマスプラスチックの普及に努めます 

4.  環境レポートを公表し 広く地域住民との環境コミュニケーションに努めます。

5.  環境方針は、すべての社員に周知します。 

6.  事業の専門性を追求し環境に優しい商品の提供をします。 

7.  顧客の要求事項の深堀をし、エコ商品の選択提案に顧客の環境活動に寄与します。

8.  環境性能的付加価値の高い商品を提供する事による事業利益確保と顧客満足を 

追求します。 

 

 

 

            制定日：2007 年 12 月 25 日 

            改定日：2022 年 10 月 01 日 

太洋工業株式会社 

                    代表取締役  椙山 篤 
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２．登録事業所の概要 

（１） 事業者名及び代表者名 

 太洋工業株式会社   代表取締役 椙山 篤 

（２） 所在地 

 〒462－0007 名古屋市北区如意 2 丁目 90 番地 3 

（３） 環境保全関係の担当者・連絡先 

 環境管理責任者 椙山翔平 

 連絡先：℡（052）902－0753 Fax（052）902－2961 Email：taiyok@d9.dion.ne.jp 

（４） 事業内容：各種キャスターの卸売り 

（５） 事業の規模：従業員 3 名  売上高 3.5 億円  述べ床面積 67 ㎡ 

３．対象範囲: 全組織・全活動 

４．環境目標と実績（削減率は 2014 年度を基準とし、0.5％年(毎年上積み)減とする。 

  ・但しエコキャスターは「2015 年度実績 219,490 個/年」を基準とし、前年度の実績の 2％

年増(毎年)とする。 

  ・2015 年度より水道使用量、及び、紙使用量は削減限度の数値となっている為、維持管 

項目とし、削減目標の対象から除外した。） 

 2014 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

 実績 目標 実績 目標 目標  

CO２削減 使用量（kg- CO2）  10,004 9,604 8,185  9,562    9,514 

化石燃料 電力 使用量（Ｋｗｈ） 1,729 1,660 2,217   1,652   1,643 

ガソリン 使用量（Ｌ/年）参考値 3,927 3,770 3,038   3,753   3,734 

ガソリン 燃費率（距離/使用量）   13.5 13.8  

水削減 使用量（ｍ3）※１   36 削減努力 32 日常管理 日常管理 

紙資源(廃棄物削減) 使用量（Kg/年）※１ 53.8 削減努力   35 日常管理  日常管理 

エコキャスター拡販 販売量（個/年）※２ 275,360 183,914 203,954 208,033  

グリーン購入 品目(個/年) ※３ 6 購入努力 1 購入努力 購入努力 

・2015 年度からの目標値にいては、中部電力 二酸化炭素排出係数 0.513 ㎏-CO2/kWh を適用。 

・ガソリン二酸化炭素排出係数 2.32 ㎏-CO2/Ｌ適用 

・化学物質使用の使用は無い。 

2019 年度以降の目標設定：2018 年度の実績を踏まえ以下のように変更する。 

・化石燃料(電量、ガソリン)使用料は「2014 年度を基準とし、0.5％/年(毎年上積み)減」を継続。 

※１水道水使用量、紙使用量は 2019 年度以降「使用量削減努力」とし数値把握のみとする。 

※２エコキャスター目標は 2019 年度以降「前年度比２％/年(毎年)増」を目標とする。 

※３グリーン購入は 2019 年度より数値目標「購入努力」とし、数値把握のみとする。 
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５．環境活動計画 2022 年度 

No 環境活動計画 主な活動計画 

1 電力使用量削減による CO²排出量

削減 

1. エアコンの使い方の工夫 

 （入り切りをすることで消費電力があ

がるので昼休みでも電源を切らない） 

２．扇風機の活用（室内の空気＆温度の

撹拌） 

3．照明は席を離れる際に切る等こまめな

調整に心がける 

2 自動車化石燃料消費削減による CO

²排出量削減 

1. 車輌の定期的入替 

・営業車の走行距離を 10 万㎞以内 

・定期的オイル交換 

・タイヤの空気圧調整 

2. 運転手による燃料消費量の監視 

・給油時カウンター「０」の励行 

3．エコドライブの再認識をする 

3 節水 1. こまめに蛇口をとめる 

2. 漏水の確認 

4 紙（廃棄物）使用量の削減 1. 電子保存を極力増やし印刷物を減らす 

2. 裏紙使用（機密情報書類以外の裏紙） 

3. 売込み等の受信は 事前判断をし 

不要物は印刷しない 

5 エコキャスターの拡大販売 1. ゴム車輪からエラストマー車輪（エコ

キャスター）への移行推奨 

6 SDGｓ商品の拡販 1． バイオマスプラスチック製品として 

ライスレジンの取込み・販売 

２．再生 100％クリアファイル等の販売 
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６．環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

活動の内容 達成状況 評価（結果と今後の方向） 

○CO２排出量の削減 目標：9,604 

実績：8,185 

達成率：117.3％ 

目標達成 

達成はしたが、電力が未達成の為、今後尚

一層努力したい。 

○電力の削減 

消灯の徹底 

エアコンの温度調整 

目標：1,660 

実績：2,217 

達成率：74.8％ 

目標未達成 

空調関連を見直し今後夏場のみならず冬

場でも扇風機等を使用し社内空調の温度

調整をしたい。 

○ 化石燃料の削減 

エコドライブの徹底 

目標；3,770 

実績：3,038 

達成率：124.1％ 

目標達成 

自車での配達を減らし、佐川等業者へ委託

することで化石燃料の消費を抑える。 

○ エコキャスターの拡販 

周知の徹底 

目標：183,914 

実績：203,954 

達成率：110.8％ 

目標達成。 

環境意識の高まりによる。従来のゴム車輪

では製造時に環境汚染の危惧があり環境

にやさしいに「エラストマー車輪」への意

識が徐々に浸透しつつある。 

 

〇 SDGs 製品の販売 

 

目標：年間１品目 

実績：1 品目 

 

地方銀行で 1 行 袋で 2 種約 2 万枚採用 

総じて 

 コロナが第５類になりはしましたが以前のような景況感はない中で 新しい取組をし出しました。 

今秋初めて名古屋港区で開催の展示会（ビジネスフェア）に出展。 
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７環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 法規制 遵守事項 評価 

１ 名古屋市産業廃棄物等の適正な処理及

び資源化の促進に関する条例 

北区環境事業所の指導に基づいて処理 ○ 

２ 自動車リサイクル法 リサイクル税の負担、廃車時の適正処理 ○ 

３ 家電リサイクル法 家庭用エアコン 今期該当

なし 

＊遵守評価の結果、環境関連法規制/その他要求事項への違反事項はありませんでした。

また関係当局より違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。 

＊当社が取扱うキャスター全般に関して、RoHS 指令 6 項目に該当する有害化学物質に

ついて、意図的使用はありません。 

 

 

 

 

 

８．代表者による全体評価と見直しの結果 

 今まで「キャスター」という足元での重要を意識し特販してきました。 

エラストマー車輪が分解できることに注視【エコキャスター】として強調販売してき

ましたが、数量の伸びに限界を感じました。今後は売れ筋商品＆売れ先等を見直し、

ＥＡ21 の環境経営システムを活用し継続的改善に取り組みたいです。 
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９．『バイオマスプラスチック』の取込み 

 

お米の国産プラスチック＝【ライスレジン】 

『ライスレジン』は非食用のお米から作られた国産バイオマスプラスチックで

す。非食用のお米（食用に適さない古米 精米時に出る砕米 お菓子メーカー

で発生する破砕米）や、家畜の飼料用としても処理されず廃棄されてしまうお

米を活用して出来たのがライスレジンです。 

バイオマスプラスチックとしては とうもろこしやサトウキビを樹脂と混ぜる

のが一般的ですが、その多くは原料を輸入にたよっています。ライスレジンは

日本国内のお米 100％で生産される持続可能な資源で出来ています。 

当社が キャスターの販売を初めて 30 年を超えました。従来のゴム車・ナイ

ロン車・ウレタン車の定番車輪に対し どこよりも早く環境に優しいエコキャ

スターとして「エラストマー車」を取り込みました。 

環境意識が SDGs の普及により小学校の授業でも取り込まれるようになった今

当社として新たな取込みとして「バイオマスプラスチック」を推奨し 少しで

も地球温暖化の波を食い止める意識で 先ずは「ライスレジン」を取込み 使

用頻度の多い「袋」で色々な業種業態に PR していきたいと思います。 
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１０．エコアクション 21 実施体制・責任・権限 
                           2022 年 10 月 1 日 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

部署 責任・権限 

代表者 ・環境方針の設定及び見直し 

・環境経営システムに必要な経営資源の提供 

・環境経営システム組織の構築及び責任・権限の明確化 

・環境管理責任者の指名  ・環境活動レポートの作成及び公表 

・環境経営システムの取組状況の評価及びみ直し 

・環境関連法規、条例及びその他の規制の承認 

・教育・訓練の計画の承認  ・緊急事態の想定、対応策の承認 

・環境目標及び環境活動計画の承認 

・是正処置及び予防処置の承認 

環境管

理責任

者 

・環境経営システムの構築・運用、維持、運用状況の代表社への報告 

・環境への負荷の自己チェック及び・環境への取組の自己チェックの実施 

・環境関連法規、条例及びその他の規制の取りまとめ、順守状況の確認 

・環境目標及び環境活動計画の作成及び実施結果のとりまとめ・評価・対策実施 

・特定された項目の手順書作成及び運用管理 

・緊急事態の対応策の策定、テスト、教育・訓練 

・是正処置及び予防処置の実施 

全従業

員 

 

 

・環境方針・環境目標・環境活動計画を理解し、環境活動を実行する。 

 

代表取締役 

（椙山 篤）

従業員 

環境管理責任者 

兼実務担当者 

(椙山翔平)


